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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

佐
藤
弘
氏
（
西
日
本
新
聞
社
編
集
委
員
）

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」第
３
回
総
会

市
民
講
座「
食
卓
の
向
こ
う
側
に
見
え
る
も
の
―
口

は
命
の
入
り
口
、心
の
出
口
」

内
容　

 

①
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②
医
療
事
故
③

感
染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

日
時　

５
月
26
日（
土
）午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

 

原
田
丈
司
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

外
科
学
第
一
教
室
助
教
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

千
円

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
込
み
）

※
「
修
了
証
」
を
参
加
者
名
で
当
日
に
発
行
し
ま
す
。
参
加

資
格
は
会
員
本
人
に
限
定
（
代
理
は
不
可
）。
開
催
途
中

に
入
退
場
の
場
合
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
」の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

第
１
回　

６
月
２
日（
土
）午
後
６
時
〜
８
時　

内
容
：
初
・

再
診
料
、
医
学
管
理
、
検
査
・
画
像
診
断
、
処
置
、
在
宅

第
２
回　

７
月
21
日（
土
）午
後
６
時
〜
８
時　

内
容
：
手

術
、
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
２
年
４
月
版
）、

『
２
０
１
２
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し

ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

内
容　

 

①
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③
緊

急
時
対
応
等

日
時　

６
月
16
日（
土
）午
後
７
時
〜
９
時　

会
費　

千
円

講
師　

 

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
教

授
）　

共
催　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

定
員　

１
０
０
人（
要
事
前
申
込
み
）

※
「
修
了
証
」
を
参
加
者
名
で
当
日
に
発
行
し
ま
す
。
参
加

資
格
は
会
員
本
人
に
限
定
（
代
理
不
可
）。
開
催
途
中
に

入
退
場
の
場
合
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
ま
せ
ん

「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
」の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

日
時　

５
月
26
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

廣
田
阿
佐
緒
氏
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

臨
床
医
の
た
め
の
歯
周
治
療

日
時　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
藤
宏
氏
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

痛
く
な
い
局
所
麻
酔
法
―
そ
の
要
点
は
２
つ
―

274

年 な し
築谷　康二（吹田市）

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

黒
鯛
は
大
阪
湾
一
帯
に
多

く
生
息
し
、
和
泉
と
淡
路
の

間
の
海
の
古
称
で
あ
る
茅
渟

海
（
ち
ぬ
の
う
み
）
か
ら
関

西
で
は
チ
ヌ
と
呼
ば
れ
る
。

多
く
の
釣
り
人
が
磯
釣
り
、

防
波
堤
の
落
と
し
込
み
釣

り
、
エ
ビ
撒
き
釣
り
や
筏
、

カ
セ
（
小
舟
）
で
の
カ
カ
リ

釣
り
で
狙
う
人
気
の
魚
で
あ

る
。
私
は
カ
カ
リ
釣
り
で
狙

う
。

　

カ
カ
リ
釣
り
と
は
湾
内
に

か
け
ら
れ
た
筏
や
カ
セ
に
渡

し
て
も
ら
い
、
撒
き
餌
の
ダ

ン
ゴ
で
チ
ヌ
を
筏
の
下
に
集

め
、
１
・
２
〜
１
・
８
㍍
の

短
竿
で
刺
し
餌
を
ダ
ン
ゴ
に

包
み
海
底
ま
で
落
と
し
チ
ヌ

の
魚
信
を
と
ら
え
る
と
い
う

極
め
て
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
釣
り

で
あ
る
。

　

チ
ヌ
は
ほ
ぼ
10
年
で
40
〜

50
㌢
に
成
長
す
る
と
い
わ

れ
、
そ
れ
以
上
大
き
く
な
る

の
に
何
年
か
か
る
か
、
年
を

数
え
な
い
こ
と
か
ら
50
㌢
を

超
え
る
チ
ヌ
の
こ
と
を
畏
敬

の
念
を
込
め
て
「
年
な
し
」

と
呼
ぶ
。
な
に
せ
相
手
は
10

年
以
上
弱
肉
強
食
の
自
然
界

で
生
き
延
び
て
き
た
強
者
、

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
私

の
よ
う
な
ヘ
ボ
を
始
め
、
名

人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
チ
ヌ

釣
り
師
に
と
っ
て
も
「
年
な

し
」
に
出
会
え
る
こ
と
は
無

上
の
喜
び
な
の
で
あ
る
。

　

初
め
て
の
「
年
な
し
」
は

平
成
18
年
11
月
福
井
県
小
浜

の
泊
湾
の
筏
で
釣
っ
た
54

㌢
、
３
・
15
㌔
（
現
在
で
も

自
己
ベ
ス
ト
）。
こ
れ
を
掛

け
、
釣
り
上
げ
る
ま
で
の
や

り
取
り
は
今
も
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
海
面
に
出
て

き
た
チ
ヌ
の
顔
を
み
た
と
き

あ
ま
り
の
大
き
さ
に
膝
は
ガ

ク
ガ
ク
、
心
臓
は
ド
キ
ド
キ

!!　

無
事
、
タ
モ
に
取
り
込

ん
で
も
、
こ
の
興
奮
は
筏
を

降
り
る
ま
で
去
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
な
ん
と
、
カ
カ
リ

釣
り
を
始
め
て
10
年
目
に
し

て
初
の
「
年
な
し
」、こ
れ
以

後
３
枚
の
「
年
な
し
」
を
釣

り
上
げ
て
い
る
が
、
更
な
る

モ
ン
ス
タ
ー
を
求
め
て
福
井

県
小
浜
、
和
歌
山
県
糸
谷
、

徳
島
県
堂
ノ
浦
の
大
物
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
、
四
季
を
問

わ
ず
釣
行
を
重
ね
て
い
る
。

　

筏
に
あ
が
り
チ
ヌ
に
思
い

を
馳
せ
、
知
恵
比
べ
に
一
日

を
費
や
せ
ば
、
た
と
え
丸
坊

主
で
も
、
心
身
共
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
で
は
月
に
１
、
２
回
の
釣

行
が
日
常
診
療
の
活
力
の
源

と
な
っ
て
い
る
。

　

築
谷
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
大
住

裕
之
先
生
（
東
大
阪
市
）
で

す
。

頭
正
道
、
玉
川
明
弘
両
社
保

研
究
部
員
を
講
師
に
点
数
説

明
会
を
開
き
、
41
人
が
参
加

し
た
。

度
の
方
針
で
は
①
地
区
会
員

間
の
交
流
②
医
科
歯
科
連
携

③
他
団
体
と
連
携
を
強
め
地

域
の
医
療
行
政
改
善
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
総
会
後
、
同

会
場
で
藤
井
佐
都
樹
・
安
積

中
両
社
保
研
究
部
副
部
長
を

講
師
に
新
点
数
説
明
会
を
開

き
、
37
人
が
参
加
し
た
。

■
三
島
、泉
州

　

三
島
地
区
は
15
日
、
茨
木

市
福
祉
文
化
会
館
で
吉
田
裕

志
社
保
研
究
部
長
を
講
師
に

点
数
説
明
会
を
開
き
、
40
人

が
参
加
し
た
。

　

泉
州
地
区
は
21
日
、
浪
切

ホ
ー
ル
（
岸
和
田
市
）
で
兵

　

４
月
14
日
か
ら
21
日
に
か

け
て
３
地
区
で
総
会
や
診
療

報
酬
改
定
新
点
数
説
明
会
が

開
か
れ
た
。
府
内
11
地
区
の

総
会
と
説
明
会
は
す
べ
て
終

了
し
た
。
地
区
説
明
会
参
加

者
は
合
計
５
０
４
人
。

会
員
間
の
交
流

深
め
る
活
動
を

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原

　

東
大
阪
市
立
市
民
会
館
で

14
日
に
開
か
れ
た
総
会
で

は
、
東
大
阪
市
長
選
挙
で
候

補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

み
長
尾
淳
三
氏
を
推
薦
し
た

こ
と
や
昨
年
秋
の
会
員
訪
問

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
12
年

筋
肉
の
血
流
を
改
善
し
、
頭

痛
・
肩
こ
り
な
ど
の
副
症
状

を
改
善
す
る
方
法
（
理
学
療

法
１
）
を
患
者
さ
ん
の
病
態

に
あ
わ
せ
て
指
導
し
て
い

る
。

　

ご
理
解
頂
き
易
い
よ
う
に

顎
関
節
の
解
剖
、
献
体
を
用

い
た
病
態
の
説
明
、
診
察
の

手
順
、
理
学
療
法
と
関
節
モ

ビ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
に
つ
い

て
は
ビ
デ
オ
で
説
明
す
る
。

　

顎
関
節
症
は
急
性
期
の
病

態
と
は
異
な
る
の
で
、
患
者

さ
ん
に
自
分
の
病
態
を
理
解

し
て
頂
き
、
自
分
で
症
状
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
を

教
え
、
自
分
で
治
療
を
し
て

頂
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
１
時
／
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

／
会
員
３
千
円
、
未
入
会
者

１
万
円

が
、
さ
ら
に
近
年
で
は
理
学

療
法
が
治
療
の
主
体
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

　

演
者
は
外
科
的
治
療
に
加

え
、
20
年
来
リ
ハ
ビ
リ
を
中

心
と
す
る
保
存
的
治
療
を
行

な
っ
て
き
た
。そ
の
中
で
、医

療
者
が
顎
関
節
の
可
動
域
を

拡
大
す
る
関
節
モ
ビ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
最
も
有
効
で
あ
る

が
、
手
間
が
か
か
る
た
め
患

者
さ
ん
に
自
分
で
治
療
し
て

頂
く
よ
う
に
考
え
た
。
そ
の

方
法
は
、
外
側
翼
突
筋
を
鍛

え
て
下
顎
を
前
に
出
し
易
く

す
る
方
法（
理
学
療
法
２
）、

指
を
使
っ
て
口
を
開
け
る
方

法
（
理
学
療
法
３
）、頸
肩
の

た
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
原
因
は
不
良
補
綴
物
、

わ
ず
か
な
咬
合
の
異
常
、
悪

習
癖
等
で
あ
り
、
治
療
は

「
咬
合
を
正
し
く
す
る
」
こ

と
で
ず
れ
た
円
板
を
元
に
戻

す
と
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
Ｍ
Ｒ
検
査
が
普

及
し
た
結
果
、
円
板
整
位
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
治
療
の
目
的
は
円
板
の

復
位
で
は
な
く
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改

善
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
治
療
法
も
ス
プ
リ
ン
ト

療
法
に
加
え
て
、
円
板
切
除

術
、
鏡
視
下
剥
離
術
、
関
節

洗
浄
術
が
行
わ
れ
て
い
る

　

歯
科
疾
患
の
中
で
顎
関
節

症
の
占
め
る
割
合
は
決
し
て

少
な
く
な
い
。
そ
の
治
療
は

従
来
ス
プ
リ
ン
ト
療
法
と
薬

物
療
法
が
主
体
で
あ
り
、
病

態
を
含
め
治
療
法
の
科
学
的

な
検
討
は
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
最
近
で
こ
そ
顎
関
節
症

はself-limit

な
疾
患
で
あ
る

こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ま
で
は
根
拠
に
乏

し
い
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
多
く
、
怪
し
げ
な
マ
ス
コ

ミ
情
報
が
人
々
を
惑
わ
し
て

い
た
。
そ
の
多
く
は
、
顎
関

節
症
に
な
る
と
体
の
多
く
の

部
位
が
お
か
し
く
な
り
、
時

に
は
精
神
的
に
も
異
常
を
き

　

三
島
地
区
は
４
月
18
日
、

茨
木
市
内
の
東
小
学
校
区
老

人
会
で
「
お
口
健
康
教
室
」

に
取
り
組
ん
だ
。
60
代
か
ら

80
代
ま
で
41
人
が
参
加
。
２

月
に
続
き
３
回
目
。

　

講
師
を
務
め
た
今
井
彰
先

生
は
、「
噛
む
こ
と
、
話
す
こ

と
、
脳
を
活
発
に
す
る
こ
と

が
老
後
の
生
活
の
質
を
高
め

る
」
と
述
べ
、
日
常
の
口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
を
対
象

に
歯
科
健
診
を
実
施
し
た
。

お
口
の
健
康
教
室

旺
盛
に
開
催三

島
地
区

総
会
、点
数
説
明
会
終
わ
る

11
地
区
で
５
０
４
人

６ 　月 　度
生涯研修抄録

動
か
し
て
治
す
顎
関
節
症

松
本　

憲
⎛

⎞

⎝

⎠

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
顎
口
腔
病
因
病
態

制
御
学
講
座
口
腔
外
科
学
第
二
教
室
准
教
授


